
 

   

Ｑ6. 「生命保険契約照会制度」は、生命保険協会が照会者から提供された情報を生命保険協会加盟会社全社（42 社）に連絡し、照会者から指定された照会対象者が「保険契

約者」または「被保険者」となっている生命保険契約について、照会を受け付けた日現在有効に継続している個人保険契約の契約者および被保険者の名寄せを行い、照会対象者

にかかる生命保険契約の有無について調査し回答してくれます。利用料は1照会当たり3,000円（税込み）です。 

 この照会制度を活用すれば、他の相続人が取得した生命保険金を調べることができますか。 

 

【答え】 

 

① 照会事由が死亡の場合は、照会対象者の死亡日現在に継続している保険について回答してもらえるので、他の相続人が受け取った生命保険の有無についても調べることが

できる。 

 

② 照会対象者の死亡日現在に継続している保険であっても、保険金受取人から請求があり、保険金の支払いがあったものについては、生命保険契約はないものと回答される

ため、他の相続人が既に保険金を受け取っていた場合には、この照会制度によっても調べることはできない。 

 

 

【解答】 

②が正しい。 

 

【解説】 

この照会制度は、照会対象者が契約者または被保険者となっている生命保険契約の有無の照会を行い、生命保険協会が照会者に対し、その照会結果の回答を行うこと、および会員

会社が保険金等の請求を行うことが可能であると判断される者に対して、適宜、請求の勧奨を行うこと、または保険契約を継続させるため、 適宜、必要な手続きの勧奨を行うことに

より、保険金等の確実な支払いを確保することを目的としています。 

 そのため、照会日現在において既に保険金受取人から請求があり、保険金の支払いがあったものについては、生命保険契約はないものとして回答されますので、他の相続人がこの

照会制度を利用する前に生命保険金を受け取っている場合には、保険契約については確認することができません。 
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